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火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具

を
設
置
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
飲
食

店
は
消
火
器
の
設
置
が
義
務
と
な
り

ま
す
。

▼
対
象
外

　
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
（
Ｓ
ｉ
セ

ン
サ
ー
）、
自
動
消
火
装
置
、
圧
力

感
知
安
全
装
置
等
の
設
備
、
器
具
が

設
置
さ
れ
て
い
る
飲
食
店
。
電
気
を

熱
源
と
す
る
も
の
。
住
居
と
飲
食
店

が
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
飲
食
店

が
住
居
よ
り
小
さ
く
、
延
べ
面
積
が

50
㎡
以
下
の
飲
食
店
。

▼
維
持
管
理

　
消
火
器
の
設
置
後
、
半
年
ご
と
に

点
検
を
行
い
、
１
年
に
１
回
消
防
署

に
報
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

　
詳
細
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

げ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
実
施
す
る
災
害
救
援
活
動
、

救
急
法
等
講
習
会
の
実
施
、
血
液
事

業
の
推
進
及
び
国
際
的
な
救
援
活
動

等
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
　

　
大
磯
町
分
区
に
お
い
て
も
幼
児
安

全
法
や
健
康
生
活
支
援
短
期
講
習
の

開
催
な
ど
に
活
用
し
て
お
り
、
今
年

度
も
各
種
講
習
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
大

磯
町
分
区
（
福
祉
課
内
）

　
☎
内
線
３
０
３

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
旧
耐
震
基
準
の
建
物
は
、
一

般
的
に
、
震
度
５
以
上
で
、
倒
壊
す

る
危
険
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
町
で
は
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

を
対
象
に
「
住
宅
の
耐
震
診
断
等
」

の
費
用
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
建
築
物

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅

▼
申
請
受
付

　
令
和
元
年
12
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
先
着
順
、
年
度
内
に

完
了
す
る
な
ど
条
件
等
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
に
、
各
地
区
の
日
赤
協
賛
委

員
（
区
長
）
を
通
じ
て
、
各
家
庭
に

日
赤
社
資
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
２
，
８
０
７
，
７
９
０
円
（
８

月
13
日
現
在
）
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上

①
塀
の
高
さ
は
、地
盤
か
ら
２
．２
ｍ

以
下
か

②
塀
の
厚
さ
は
、
10
㎝
以
上
か

（
塀
の
高
さ
が
２
ｍ
超
２
．２
ｍ
以
下

の
場
合
は
15
㎝
以
上
）

③
控
え
壁
は
あ
る
か
（
塀
の
高
さ
が�

１
．２
ｍ
超
の
場
合
、
塀
の
長
さ�

３
．４
ｍ
以
下
ご
と
に
）

④
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
が
あ
る
か

⑤
塀
に
傾
き
、
ひ
び
割
れ
は
な
い
か

⑥
塀
に
直
径
９
㎜
以
上
の
鉄
筋
が
基

準
ど
お
り
に
入
っ
て
い
る
か

⑦
基
礎
の
根
入
れ
が
あ
る
か

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
以
外
の
組
積
造
の

塀
（
石
造
や
レ
ン
ガ
造
り
等
）
に
は
、

別
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

の
近
く
に
お
住
ま
い
で
、
地
元
医
師

会
に
協
力
し
て
、
救
護
所
の
医
療
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
・

看
護
師
等
（
介
護
福
祉
士
等
の
福
祉

職
、
日
赤
救
急
法
等
の
指
導
者
を
含

む
）の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。（
休

日
や
夜
間
だ
け
活
動
可
能
な
方
な
ど

も
含
み
ま
す
。）

　
年
間
１
、
２
回
の
連
絡
訓
練
と
研

修
会
な
ど
、
ご
都
合
の
つ
く
範
囲
で

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
４
５

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
維
持
管
理
は
、
所

有
者
・
管
理
者
の
責
任
で
す
。
日
頃

か
ら
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
項
目
に
一
つ
で
も
不
適
合
が

あ
れ
ば
、
早
期
に
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
磯
町
を
含
む
近
隣
で
、
大
規
模

な
災
害
が
起
き
た
時
に
は
、
町
内
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
医
院
は
休
診
と
な
り
、

大
磯
小
学
校
と
国
府
小
学
校
（
被
災

状
況
に
よ
り
開
設
）
に
医
療
救
護
所

が
開
所
さ
れ
る
予
定
で
す
。
救
護
所

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強
改
修

工
事
補
助
金

10
月
か
ら
飲
食
店
に
お
け
る
消
火

器
の
設
置
基
準
が
変
わ
り
ま
す

災
害
時
医
療
救
護
所
を
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
医
師
・
看
護
師

等
の
登
録
の
お
願
い

赤
十
字
会
員
増
強
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高さ

控え壁

鉄筋

厚さ

根入れ

ひび割れ×

補
助
金
の
目
安

耐震診断

一　般 70,000円を限度。

緊　急
輸送路

80,000円を限度。
緊急輸送路（国道１号、県
道等）沿道住宅

非課税
世　帯

85,000円を限度。
世帯全員が２年以上町民税
非課税。

耐震補強設計 100,000円を限度。
工事監理 50,000円を限度。

耐震補強工事 500,000円を限度。
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次
の
３
名
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

元
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月

30
日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
、
自
由
人
権
思
想

の
普
及
・
高
揚
な
ど
の
た
め
、
日
々

活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

　
櫻
井
密
嚴
さ
ん
（
大
磯
）
が
６
月

に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
登
記
、
相
続
、
遺

言
、
供
託
、
戸
籍
、

国
籍
、
人
権
問
題
な

ど
に
関
す
る
お
悩
み

に
、
法
務
局
職
員
や

公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
　
横
浜
第
２
合
同
庁
舎
　

１
階
会
議
室
（
横
浜
市
中
区
北
仲
通

５-

57
）

▼
申
込
み
　
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

横
浜
地
方
法
務
局
総
務
課
　
古
家

直
通

　
☎
０
４
５
（
６
４
１
）
７
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
０
４
５
（
６
５
１
）
３
３
９
５

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

節
目
年
齢
の
方
へ

　
敬
老
祝
を
お
届
け
し
ま
す

　
ご
長
寿
を
祝
い
、
賀
寿
の
年
を
迎

え
ら
れ
た
方
、
ま
た
、
１
０
０
歳
以

上
の
方
に
、
敬
老
祝
を
９
月
中
に
お

届
け
し
ま
す
。
町
職
員
と
地
区
の
民

生
委
員
が
訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対象者 生年月日

88歳
（米寿）

昭和５年９月３日～
昭和６年９月２日生まれ

99歳
（白寿）

大正８年９月３日～
大正９年９月２日生まれ

100歳
以上

大正８年９月２日以前
生まれ

※
大
磯
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在

住
の
方
が
対
象
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
「
全
国
一
斉
！ 

法
務
局
休
日
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
！

　
７
月
22
日
（
月
）
に
旧
吉
田
茂
邸
に
て
、

吉
田
茂
が
こ
よ
な
く
愛
飲
し
た
日
本
酒
「
決

断
の
聖
地
」
の
販
売
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
吉
田
茂
は
、
戦
後
日
本
の
復
興
に
向
け
て
、

数
々
の
政
治
的
『
決
断
』
を
し
ま
し
た
。
政

界
引
退
後
も
、
内
外
の
要
人
が
頻
繁
に
訪
れ
、

あ
る
い
は
、
将
来
の
日
本
を
担
う
若
い
外
交

官
た
ち
を
招
き
、
議
論
し
励
ま
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
近
代
国
家
が
伊
藤
博
文
の
滄
浪
閣

か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
戦
後
の
新

し
い
国
づ
く
り
は
、
こ
の
吉
田
邸
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
旧
吉
田
茂
邸
を
町
の
宝
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
宝
と
し
て
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
様
々
な
方
法
で
価

値
を
積
み
重
ね
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
高
い
品
質
と
長
年
に
わ
た
る
信
頼
を
も
と

に
、
全
国
に
フ
ァ
ン
を
持
つ
老
舗
の
蔵
元
で

あ
り
、
平
成
30
年
に
旧
吉
田
茂
邸
応
援
パ
ー

ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
て
い
る
司
牡
丹
酒
造

株
式
会
社
の
力
強
い
発
信
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
、
旧
吉
田
茂
邸
の
価
値
を
全
国
に
広
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
旧
吉
田
茂
邸
が
、
日
本
の
歴
史
的
資
源
と

し
て
、
よ
り
一
層
の
価
値
を
高
め
、
次
の
世

代
に
と
っ
て
誇
り
あ
る
財
産
と
し
て
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
決
断
の
聖
地
」
販
売
発
表
会

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走 �

曽根 伸子 さん
（再　　任）

竹内 清 さん
（再　　任）

永樂 和子 さん
（再　　任）

百
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

櫻井 密嚴 さん


